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東近江市ローカル・ゼブラ企業位置図

琵琶

湖

愛知

川

愛知

川

2.(特活)里山保全活動団体 遊林会

3.湖香六根  秀明庵(
湖香六根)

壽星丸(湖香六根)

7.(株)BASYO  
Farm-BASYO

6.(一社)TeamNorishiro  薪・着火
材(TeamNorishiro)

2.(特活)里山保全活動団体 遊林会  
布引の森(遊林会)

6.(一社)TeamNorishiro  大萩基
地(TeamNorishiro)

4.Laque
 ぶどうと珈琲のお店(Laque)

鈴鹿10座ビジターセンタ

ー

1.愛知川漁業協同組
合  愛知川漁協事務所
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河辺いきものの森(遊林会)

3.湖香六根

5.(株)KUMINO

8.(一社)鈴鹿10座エコツアーガイドクラブ
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地
下
水
の
流
れ
と
河
川

基盤地図情報10mメッシュ標高データ、地理院地図「淡色地図」データを用いて八千代エンジニヤリング（株）が解析・作成

水が浸み込みやすい土地

水が湧きだしやすい土地

硬い岩盤が露出する土地

地下水面等高線

推定される地下水の流れ

愛知川・宇曽川の流域界

難透水基盤の高まりにより 
愛知川の影響を受けない 地
下水が育まれる特殊な地域

中流域で育まれた地下水が 
ゆっくりと琵琶湖へ流動 全
体に地下水位が浅い湧出域

地下水の主たる涵養域 扇
状地礫層中を流れながら 
地下水が育まれる地域 急峻な山地 難透水基盤

中の裂か水 地下水流出
が比較的早い

このマップの見かた

地下水の流れと河川-地下水の相互作用を考慮したエリア区分図（案）

河川の覆没が想定される区間 
【河川から地下水への涵養】【下流域】 繖山 - 

観音寺山一帯

【下流域】 
低平地

【中流域】 
丘陵・台地 【上流域】 山

間渓流を主体
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公益財団法人 東近江三方よし基金

東近江三方よし基金が、点の支援から“東近江が育んだ流域全体の構造”に働きかける

「金融×伴走×評価」の仕組みづくりを実証。 （2016–2025支援実績：団体68／事業103／支援総額4.5億円）

①地域課題 ②実証内容 ③成果・気づき

• 本来つながっている森・里・川・湖も、
関わる組織（LZ）の制度・資金・人
材・評価が個別に管理され、連携が
生まれにくい

• それぞれの活動が点在し、地域全体
の価値をまとめて評価することが難
しいため、長期の投資や支援の仕組
みが成立しにくい。

そのため、流域全体を1つと捉え、
どこに介入すべきか（介入点）を見立て、
投資・伴走・評価を編み直す必要がある

◼ 最終ゴール（案）：世界の潮流を踏まえ、日本の地方自治に必要な金融スキームを東近江に実装し、命が繋がる社会を復活させる

◼ 理念：自然一元論／近江商人の世界観／相互扶助／命が育まれ続ける状態

1.支援の対象

上流～下流で異なる役割を持つ

ローカルゼブラ8社
（愛知川漁協／遊林会／湖香六根／BASYO／Laque／Team 

Norishiro／KUMINO／鈴鹿10座エコツアーガイドクラブ）

2.実証手順

✓ 簡易DDの設計：
横断比較できる共通フォーマット

✓ 活動ヒアリング：
個社の実態把握

✓ 統合分析：
個別の結果を流域全体の構造・介入すべき

課題に結びつける

✓ エリア別深掘り：
流域を4エリアに分けて課題構造を分析

✓ 8社WSでの検証と合意形成：
次年度の介入候補を抽出

• ローカルゼブラの取組・課題を統合するこ

とで、流域に共通する「5つの断絶構造」が

明確になり、支援を集中すべきポイント（レ

バレッジ）が可視化された

• 新ファンドが生む価値を、3つのレイヤーで

整理し、評価設計のたたき台を作成

• A：自然資本価値｜国際標準に準拠した自然資本

価値（UK/EU自然資本勘定ベース）

• B：人の営みが生む価値｜ローカルゼブラ等の活

動が生む価値（自然回復・福祉・防災・文化再生・教

育 等）

• C：紡がれる価値｜人の営み同士あるいは人と自

然が紡ぎ出す価値

• →A+：東近江固有の自然価値解釈

• 所感：8社の取り組みを同じ粒度で整理するのが

最も難しかった。一方で、課題は個社ではなく流

域の断絶構造にあると分かった。さらにWSでの

対話を通じ、地域の運営チームが流域思考で各

社の役割・期待値を整理し、対話しながら案件組

成につなげることが不可欠だと腹落ちした。
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国際標準に準拠した自然資本価値算定

（ UK/EUの自然資本勘定がベース）

ローカルゼブラ・ NPO等の活動が生む価値算定

（自然回復・福祉・防災・文化再生・教育等）

東近江固有の

自然価値解釈

人の営み同士あるいは人と自然が紡ぎ出す価値

（近江商人哲学、相互扶助、講、自然一元論）
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国際標準に準拠した自然資本価値算定

（ UK/EUの自然資本勘定がベース）

ローカルゼブラ・ NPO等の活動が生む価値算定
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（近江商人哲学、相互扶助、講、自然一元論）

自然資本価値

人の営みが

生む価値

紡がれる価値

カ
ー
ボ
ン
、

ネ
イ
チ
ャ
ー

ク
レ
ジ
ッ
ト

イ
ン
パ
ク
ト

（
社
会
・環
境
・財
務

）

Layer C

Layer B

Layer A

Layer A+



４
エ
リ
ア

×
Ｗ
Ｓ
→
次
の
一
手

N
E
X
T
 S

T
E
P

S

07

年年年年年年年年年年 年 WS 年年年年年年 年

年年年年年年年年年年年年年年年年年年 年

4年年年年年年 5年年年年年年年年年年年年年年年年年年

年年年年年年年年年年年年年年年年

年年年年 8年年年年年 WS 年年年

年年年年 4年年年年年年年

年年年年年年年年年年



A
P

P
E
N

D
IX

４
エ
リ
ア
課
題
構
造
マ
ッ
プ



A
P

P
E
N

D
IX

４
エ
リ
ア
課
題
構
造
マ
ッ
プ



A
P

P
E
N

D
IX

４
エ
リ
ア
課
題
構
造
マ
ッ
プ



A
P

P
E
N

D
IX

４
エ
リ
ア
課
題
構
造
マ
ッ
プ



A
P

P
E
N

D
IX

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
概
要



A
P

P
E
N

D
IX

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
参
加
者
構
成



A
P

P
E
N

D
IX

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
ま
と
め



最
終
ゴ
ー
ル
／
理
念

V
IS

IO
N

08
年年年年年年年年年年年年 ToC 年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年 年

年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年

年年年年年 年 年 年

年年年年年年年年年 年 年年年年年年年年

年年年年年年年年年年年年年年年年年 年

年年年年年年年 年年年年年年 年

年年年年年年年

年年年年年年年年年年年年年年

年年年年年年年年年年年年年年年年



今
後
に
向
け
て

R
O

A
D

M
A

P

09

2026 年

3年 4年 5年 6年 7年 8年 9年 10 年 11 年 12 年

2027 年年年

年年年年年年

年年年年

年年年年年年年年 ToC 年年年 IMM年年年

年年年年年年年年年年年年

年年年年年年

年年年年年年年

年年年年年年年年年年年年

2年

年年年年年年年年年年年年年年年年年年

IMM年年
ToC 年年

年年年年年年年年年
年年年年 /年年年年年年年 年
年年年年年年年年年年年年

年年年年年 “年年×年年×年年 ”年年年年年年 3年年年年年年年年年

年年年年年 年 年年年年 × 年年年年 × 年年年年 年 年 年

年年年年年年年年年年年 年


	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12
	スライド 13
	スライド 14
	スライド 15
	スライド 16
	スライド 17
	スライド 18
	スライド 19
	スライド 20
	スライド 21
	スライド 22

